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Abstract. 
To clarify educator sexual misconducts in Japan, text mining was conducted on text data of 1124 news articles. Text mining 
reconfirmed five themes of educator sexual misconduct (child prostitution, sexual intercourse, invasive sexual contact, 
camera/video voyeurism and child pornography) and two dimensions (physical closeness and relational closeness), and newly 
found some subtypes. Further analysis revealed that educators’ age cohorts and seasons related to themes and components of 
sexual misconduct. These results might be useful on abuse preventive education for educators and candidates. 
 
Key Word： educator sexual misconduct, text mining, news articles 
 
問題と目的 
 平成29年12月27日，文部科学省が発表した「平成28年
度公立学校教職員の人事行政状況調査について」内の『わい
せつ行為等に係る懲戒処分等の状況（教育職員）』(文部科学
省, 2017a) によると，平成28年度中にわいせつ行為やセクハ
ラによる懲戒処分を受けた公立学校の教職員は226名（男性
223名，女性3名）と前年度（224名，男性223名，女性1名）
と差は小さいものの過去最多を更新した。 
この「公立学校教職員の人事行政状況調査について」は，
精神疾患による病気休職者数など他の情報も数多く公開さ
れているが，当日，報道各社は『わいせつ教員 処分過去最
多 SNSきっかけ増加』（毎日新聞, 18:00），『わいせつ行為で
処分の教員 過去最多』（NHK, 18:06），『教職員わいせつ処分、
226人＝最多更新、公立校16年度－文科省』（時事通信, 18:10），
『わいせつ行為で教職員226人処分 129人が懲戒免職』（朝
日新聞, 18:26），『わいせつ教員処分最多、16年度226人、免
職も11人増』（共同通信, 18:28），『わいせつで処分の教員 過
去最多 SNS悪用も』（日本経済新聞, 18:29），『わいせつ教員
最多 公立学校226人、SNS普及背景か 国旗・国歌処分は
過去最少』（産経新聞, 19:52），『児童生徒にわいせつ、教職員
処分は最多226人』（読売新聞, 19:59）と，教職員のわいせつ
行為による懲戒処分を前面にした見出しをつけてニュース
としている（カッコ内は報道機関および12月27日の報道時
間，資料1参照）。 
また，読売新聞の12月30日社説『教員不祥事処分 厳格
な対応で再発を防ぎたい』(読売新聞, 2017)でも，第一文で『児
童生徒へのわいせつ行為に及ぶなど、資質を欠く教員には、
厳正に対処し、再発防止につなげねばならない』と，とくに
児童生徒に対する教職員のわいせつ行為を第一に取り上げ
ている。 
このように日本では近年，教職員の児童生徒に対するわい
せつ行為が問題視されており，多くのニュースが報道される
とともに，文部科学省や教育委員会で対応がされるようにな
ってきている。一方，教職員のわいせつ行為の認知・懲戒件
数は年々増加傾向にあり，抑止に向けた対応が求められてい
るが，文部科学省の報告は静的な記述統計・クロス表集計の
みであり，方策を練るには不十分な資料と言わざるを得ない。 
これらの問題意識を受けて後藤(2017)は，犯罪・捜査心理学
を専門とする Canter らの方法論（いわゆるリバプール方式, 
Canter & Heritage, 1990など）を参考に，日本における教職員
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の児童・生徒に対するわいせつ行為に関するニュース記事を
収集し，テキストマイニングによって分析した。その結果，
教職員の児童・生徒に対するわいせつ行為が２軸（関係性の
遠近・学年の高低）に布置される５テーマ（①児童買春・②
性的交際・③一方的性的接触・④性的盗撮・⑤性的撮影）に
分類されることを見出し，各テーマに共通するストーリーを
抽出した。 
ニュース記事をベースとしたアプローチは，全国レベルで
情報を収集することが可能であり，多くのケースを得ること
が可能となる。また，１つのケースでも複数のニュース記事
から，逮捕→起訴→裁判→判決・懲戒に至る流れを追跡する
ことが可能であり，得られる情報量が多くなることが利点と
して挙げられる。 
 本研究の目的 今回の研究ではケースを増やし，２軸５テ
ーマの再確認を行うとともに，教職員の年代・時季との関連
を検討することを目的とした。 
本研究が目指す知見が共有可能になることによって，教職
員のわいせつ行為を抑止・防止するための教職員研修や教員
養成教育の方向性を定めることができることが期待される。 
 
方法 
後藤(2017)と同様，以下の(1)～(5)のプロセスで記事の収集・
分析を行ったが，分析過程の中で問題が発見されて対応した
り，記事が追加されたりしたため，実際は(1)～(5)の反復を行
っている。 
(1)ニュース記事収集 Google News や Yahoo!ニュースな
どの総合的ニュースサイトや個々の報道機関のニュースサ
イト，ニュース記事を引用してまとめて掲載したサイトから
教職員の逮捕・懲戒に関する記事を収集した。 
記事収集の指針としては，加害者が小学校～高等学校およ
び特別支援学校の教職員で，被害者・対象者が初等・中等教
育対象年代の 18 歳未満の少年少女となったものを収集した
が，誤って成人向け動画を流すなど非意図的行為に関する記
事および性的・ジェンダー差別的言動のみが問題とされた記
事は除外した。 
結果，収集された記事は小学校～高等学校の教諭・講師の
逮捕ないしは懲戒の記事がほとんどとなった。そこで警察に
よる逮捕の記事と教育委員会による懲戒の記事など，同一ケ
ースによる複数の記事は接続してひとつのケースとしてま
とめることとした。また，教育委員会による懲戒処分のまと
めのように同一記事に複数のケースが記載された記事はそ
れぞれ別件として扱った。さらに同一人物による行為であっ
ても本質的に別内容となる場合は別件として取り扱った。 
最終的に2014年１月から2017年11月にかけての1124記
事が収集され，上記基準によって重複等を勘案した603ケー
スを事後の分析に供することとした。 
(2)表記ゆれの統一 収集したテキストデータに対して，
同一の語が別の語として取り扱われることがないように，英
数字を半角に統一したり（例，「ＬＩＮＥ」→「LINE」），省
略語を修正したり（例，「女子高生」→「女子高校生」，「スマ
ホ」→「スマートフォン」），より慣用的な表現に統一したり
（例，「猥褻」→「わいせつ」）するなどの修正を適宜行った。 
 (3)語・文の取捨選択 結果が語として表記されることか
ら，本研究で記載された内容から個人・地域が特定されるこ
とのないように，被疑者や懲戒対象者などの個人名，都道府
県や市町村その他の地域名は分析から除外した。 
また，分析結果の理解を容易にするため，研究目的と合致
していない語・文（例，警察・検察・裁判関連語，報道関連
語，監督責任による学校管理職教員の処分，教育委員会関係
者によるコメント，わいせつ行為をした教職員の反省の弁，
ケースと関係ない解説）も同様に分析から除外した。ただし
違反容疑の法律・条例（例，「強制わいせつ」「児童買春・ポ
ルノ禁止法」「青少年健全育成条例」）および「わいせつ（な）
行為」「ひわいな行為」は研究目的に沿うものとして分析対象
時間 報道機関 見出し 記事URL 署名
18:00 毎日新聞 わいせつ教員　処分過去最多　ＳＮＳきっかけ増加 https://mainichi.jp/articles/20171228/k0
0/00m/040/004000c
伊澤拓也
18:06 NHK わいせつ行為で処分の教員 過去最多 https://www3.nhk.or.jp/news/html/20171
227/k10011273361000.html
18:10 時事通信 教職員わいせつ処分、２２６人＝最多更新、公立校
１６年度－文科省
https://www.jiji.com/jc/article?k=201712
2700798
18:26 朝日新聞 わいせつ行為で教職員２２６人処分　１２９人が懲戒
免職
https://www.asahi.com/articles/ASKDW3
DR1KDWUTIL00L.html
根岸拓朗
18:28 共同通信 わいせつ教員処分最多、16年度226人、免職も11人
増
https://this.kiji.is/318682136118297697
18:29 日本経済新聞 わいせつで処分の教員　過去最多　ＳＮＳ悪用も https://www.nikkei.com/article/DGXMZO
25155850X21C17A2CC1000/
19:52 産経新聞 わいせつ教員最多　公立学校２２６人、ＳＮＳ普及背
景か　国旗・国歌処分は過去最少
http://www.sankei.com/life/news/171227
/lif1712270030-n1.html
19:59 読売新聞 児童生徒にわいせつ、教職員処分は最多２２６人 http://www.yomiuri.co.jp/national/201712
27-OYT1T50085.html
資料１　文部科学省発表『平成28年度公立学校教職員の人事行政状況調査について』に関連した2017年12月27日の報道記事
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として残した。 
同様の理由で，一部の複合語を指定して抽出した（例，「女
子」＋「高校生」→「女子高校生」，「男性」＋「教諭」→「男
性教諭」）。 
 (4)教職員の年齢・行為の時季 収集されたケースに対し
て記事の内容からわいせつ行為時の教職員の年齢・時季を抽
出してコード化を行った。 
年齢は，４つのコホート（20 代，30 代，40 代，50 代～）
に分類してコード化した。１つのケースが複数の教職員によ
って行われ，コホートをまたぐような場合，複数のコホート
分類を適用した。 
時季は，四半期（４～６月，７～９月，10～12月，１～３
月）に分類してコード化した。ただし，一方的性的接触や性
的交際などのケースで単発的ではなく複数回あるいは連続
的にわいせつ行為が行われたケースがあり，期間をまたぐも
のも見られた。そこで１人の児童・生徒に対して継続的にわ
いせつ行為をしていた場合は初回時を（例，『４月から翌年１
月にわたって』→「４～６月」），複数の児童・生徒に対して
わいせつ行為をした場合は複数の四半期コードを与えた。 
 また，年齢・時季が不明瞭な場合，コードは与えなかった。 
 (5)分析手法 テキストマイニングツ
ールとして KH Coder（ver. 2.00f および
ver.3.Alpha.8; 樋口, 2004）と HAD(ver. 
16.02; 清水, 2016)を用いた。共起指標お
よび類似度行列生成には統一的に
Jaccard係数を用い，共起分析には，対応
分析（コレスポンデンス分析）・共起ネッ
トワークを用いた。 
 
結果 
1. 教職員のわいせつ行為の分類 
予備的分析として，後藤(2017)と同様
に，多次元尺度構成法や対応分析を用い
て２軸５テーマが確認されうることが
予想されたが，本研究では異なるアプロ
ーチを用いた。 
 まず各ケースを分類するために，10語
以上出現した214語をターゲットにクラ
スタ分析（Ward法）を行った。クラスタ
数を8～12に指定して分析を行い，解釈
可能性の観点から9クラスタ解を採用し
た。各クラスタと関連の強い語をTable 1
に，9クラスタ×95語（出現数30語以上）
の共起ネットワーク図をFigure 1 に示し
た。 
これらの分析結果を参照して，各クラ
スタを順に以下のように命名した。①
「性的交際～校外」：自校外の18歳未満
の少年少女との性的交際，②「児童買春」：18 歳未満の少年
少女との現金の授受を伴う性的交際，③「性的撮影」：いわゆ
る『自画撮り』の送信・保存など，④「性的交際～生徒」：自
校の中高生徒との性的交際，⑤「性的接触～児童」：自校の小
学校児童に対する一方的性的接触，⑥「性的接触・露出～校
外」：校外での一方的性的接触（痴漢など）および性的露出行
為，⑦「性的盗撮～校内」：校内（トイレや更衣室）での性的
盗撮，⑧「性的盗撮～スカート」：スカート内の盗撮，⑨「性
的接触～生徒」：自校の中高生徒に対する一方的性的接触。 
また，次元軸構造を検討するために９クラスタ×95 語をタ
ーゲットとした対応分析を行った。Figure 2 にクラスタをプ
ロットしたものを示した。第1成分軸（横軸）は，正方向に
は身体接触を伴わない間接的な性行動（「性的盗撮～スカー
ト」「性的盗撮～校内」）が，負方向には性行為を示唆する直
接的な性行動（「児童買春」「性的交際～校外」）が布置された。
この軸は，性的身体接触の直接性～間接性や距離（零距離～
遠距離）を示す軸であり，物理的な《身体距離(physical 
closeness)》と意味づけられる。一方，第2成分軸（縦軸）は，
正方向に校外の18歳未満の男女に対するわいせつ行為（「児
童買春」「性的交際～校外」「性的撮影」「性的盗撮～スカート
 
Table 1 わいせつ行為クラスタの関連語（Jaggart係数） 
青少年 .802 現金 .695 製造 .470
育成条例 .775 買春 .439 画像 .392
健全 .621 児童買春 .429 裸 .392
みだらな行為 .347 知り合 .341 児童買春・ポルノ禁止法 .390
18歳未満 .323 出会い系 .316 児童ポルノ .339
知り合 .272 児童買春・ポルノ禁止法 .313 送信 .318
少女 .207 円 .307 保存 .274
保護 .198 ホテル .271 送らせ .255
講師 .181 サイト .265 撮影 .244
ホテル .164 18歳未満 .260 写真 .234
児童福祉法 .240 強制わいせつ .400 路上 .240
教え子 .217 女児 .365 下半身 .227
高校 .190 女子児童 .361 痴漢 .206
女子生徒 .169 小学校 .353 触っ .197
わいせつな行為 .160 児童 .341 帰宅 .182
勤務 .150 触る .279 公然わいせつ .139
自宅 .143 下半身 .218 電車 .132
男性 .138 小学 .211 背後 .130
みだらな行為 .131 触っ .204 露出 .128
男性教諭 .126 服 .178 強制わいせつ .124
侵入 .440 防止条例 .577 男性教諭 .411
設置 .429 スカート .570 女子生徒 .361
建造物侵入 .426 盗撮 .467 キス .348
盗撮 .377 迷惑 .456 生徒 .326
カメラ .302 スマートフォン .304 顧問 .302
更衣室 .275 迷惑行為 .300 教諭 .231
着替え .268 駅 .246 高校 .231
動画 .258 撮影 .236 指導 .219
ビデオカメラ .230 女子高校生 .172 部活動 .214
教室 .227 エスカレーター .172 行為 .202
(n=45) (n=56) (n=134)
⑦性的盗撮～校内
①性的交際～校外 ②児童買春 ③性的撮影
⑨性的接触～生徒
④性的交際～生徒 ⑤性的接触～児童 ⑥性的接触・露出～校外
⑧性的盗撮～スカート内
(n=82) (n=54) (n=46)
(n=87) (n=65) (n=34)
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内」）が，負方向に校内の児童・生徒
に対する行為（「性的接触～生徒」）が
布置された。この軸はベースとなる関
係性の遠近を示したものであり，心理
的な《関係距離(relational closeness)》と
意味づけられる。 
3. 年代コホート・時季との関連 
 教職員の年代との関連を検討する
ために，わいせつ行為９クラスタと年
代コホート(20代，30代，40代，50代
～)および時期（４～６月，７～９月，
10～12月，１～３月）のカテゴリカル
相関係数（ポリコリック相関係数）を
算出した。そしてクロス表を Table 2
に示し，自己組織化マップをFigure 3，
Figure 4に示した。 
相関分析の結果，年代コホートに関
して，20代は「性的交際～校外」との
正の相関（r=.338, p<.01）が，「性的接
触～生徒」との負の相関（r=-.285, 
p<.01）が認められた。30 代は「性的
盗撮～校内」との正の相関（r=.284, 
p<.01）が認められた。50代以降は「性
的接触～生徒」との正の相関（r=.396, 
p<.01）が，「性的交際～校外」との間
に負の相関（r=-.342, p<.01）が認めら
れた。 
また，時期に関して，７～９月は「性
的盗撮～スカート内」（r=.219, p<.05）
および「性的接触・露出～校外」
（r=.210, p<.05）との，10～12月は「児
童買春」（r=.221, p<.05），「性的交際～
生徒」（r=.147, p<.10）との正の相関が
認められた。１～３月は「性的撮影」
（r=.274, p<.01）との正の相関，「性的
接触・露出～校外」（r=-.279, p<.05），
「性的盗撮～スカート内」（r=-.207, 
p<.10）との負の相関が認められた。 
 自己組織化マップは，年代コホート
では20代と「性的交際～校外」，30代
と「性的盗撮～校内」，50代以降と「性
的接触～生徒」とが同一クラスタ内に
布置された。時期では，４～６月と「性
的接触～生徒」，７～９月と「性的盗
撮～スカート内」，10～12月と「児童
買春」とが同一クラスタ内に布置され
た。 
 このように，教職員の年代やわいせ
Figure 1 わいせつ行為クラスタの関連語（共起ネットワーク） 
 
Figure 2 わいせつ行為クラスタ間の関連（対応分析） 
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つ行為の時季によって様態に差異があることが示唆された。 
4. 各年代・時季との関連語分析 
 年代・時季によって様態が異なることが示唆されたことか
ら，詳細を検討するために，各年代・時季に関連した語を抽
出し，共起ネットワーク図（最小スパニング・ツリー）を描
いた。以下に，年代・時季ごとの特徴を記していく。 
 20代（Figure 5） 講師や臨時教員（職員）として採用され，
スマートフォンを用いてインターネット環境にアクセスし，
出会い系アプリ・ツイッター・SNSなどを用いて校外の生徒
と知り合ってわいせつ行為を行い，結果的に，各都道府県の
制定した青少年健全（保護）育成条例違反の容疑で逮捕され
ている様子がうかがえる。 
30代（Figure 6） 教諭が更衣室など校舎内に侵入し，デジ
タルカメラやビデオカメラを設置して着替えなどの様子を
盗撮し，自宅のパソコンに動画・画像を保存し，結果，建造
物侵入の違反容疑で逮捕されている様子がうかがえる。 
40代（Figure 7） 教諭が9月に小型カメラなどを用いて商
業施設などで女性のスカート内を盗撮した結果，各自治体の
迷惑行為防止条例違反容疑で逮捕される様子と，デジタルカ
メラに女子小学生や女児の児童ポルノとされる写真を撮影
している様子がうかがえる。 
50代～（Figure 8） 部活動の顧問など指導的立場となり，
放課後に指導やマッサージと称して太ももや尻に触ったり，
校内でキスをしたり抱きしめたりするなど，多彩なセクハラ
行為を行っている様子がうかがえる。また，ホテルで児童買
春を行っていることも示唆された。 
４～６月（Figure 9） 部活動文脈でのセクハラ行為，無料
通信アプリ LINE でのやりとりをきっかけとした不適切な交
際，盗撮用のビデオカメラやデジタルカメラの設置，といっ
た特徴が描き出された。 
Table 2 年代・時季とわいせつ行為クラスタとの関連 （ポリコリック相関係数） 
 
 
Figure 3 年代とわいせつ行為クラスタとの関連 
(自己組織化マップ) 
 
Figure 4 時季とわいせつ行為クラスタとの関連 
(自己組織化マップ) 
年代 時季
①性的交際～校外 .338 ** -.146 + -.089 -.342 ** -.012 -.009 .030 .058
②児童買春 .040 -.048 .043 -.010 -.110 -.043 .221 * -.009
③性的撮影 .076 -.049 .067 -.169 -.114 -.075 -.019 .274 **
④性的交際～生徒 .018 .099 -.053 -.144 -.087 -.130 .147 + -.118
⑤性的接触～児童 -.088 .041 .038 .040 -.044 -.014 -.044 .128
⑥性的接触・露出～校外 .079 -.006 -.209 .104 .010 .210 * -.053 -.279 *
⑦性的盗撮～校内 -.164 + .284 ** -.009 -.233 + .165 + .006 -.200 + .059
⑧性的盗撮～スカート内 .071 -.064 .132 -.117 -.002 .219 * -.055 -.207 +
⑨性的接触～生徒 -.285 ** -.069 .012 .396 ** .120 -.053 -.113 -.042
n= 229 162 110 92 173 172 124 103
** p < .01, * p  < .05, + p  < .10
１～３月50代～40代30代20代 10～12月７～９月４～６月
原著 
７～９月（Figure 10） ７月：学校での女子更衣室に小型カ
メラやスマートフォンを設置して着替えを盗撮した結果，建
造物侵入容疑での逮捕，８月：部活動の合宿や大会遠征時な
どの宿泊時の性的接触，路上での女性に対する強制わいせつ，
９月：スカート内を盗撮して迷惑行為防止条例違反容疑で逮
捕，といった特徴が描き出された。 
10～12月（Figure 11） インターネットでの出会い系アプリ
（サイト）で知り合った少女にみだらな行為，ツイッターで
知り合った少女に現金を渡してホテルで児童買春，無料通信
アプリ LINE を用いた性的画像（「自画撮り」）の送受信，と
いった特徴が描き出された。 
１～３月（Figure 12） 駐車場に停めた乗用車の車内でみだ
らな行為をして児童福祉法（淫行）や青少年健全育成条例違
反，女子児童・女児・少年を対象とした性的撮影動画・画像
を撮影・盗撮・保存して児童買春・ポルノ禁止法（製造や保
存）違反，といった特徴が描き出された。 
 
考察 
教員によるわいせつ行為の基本的データを得ることを目
的に，ニュース記事をテキストマイニングによって分析・検
討した。分析の結果，後藤(2017)と同じく２軸５テーマが追認
されるとともに，一部に下位テーマが確認されるとともに，
レアテーマとして「性的露出」が新たに浮上した。また，教
職員の年代，行為時季との関連を検討した結果，それぞれに
Figure 5 20代の教職員との関連語 
 
Figure 6 30代の教職員との関連語 
 
Figure 7 40代の教職員との関連語 
 
Figure 8 50代以降の教職員との関連語 
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関連した特徴が描き出された。本研究の知見を単純化したモ
デル図をFigure 13に示した。 
 以下，後藤(2017)と比較しながら考察を進める。 
1. 軸・テーマ 
クラスタ分析によって得られた９クラスタは，「性的盗撮」
「性的撮影」「児童買春」「性的交際」「一方的性的接触」の５
テーマに総合され，場所や対象者ごとにサブテーマが抽出さ
れた。加えて「性的露出」がレアテーマとして浮上した。ク
ラスタ分析では，このテーマは校外での一方的性的接触（電
車内痴漢など）と同じクラスタ「性的接触・露出～校外」に
分類された。 
この知見は後藤(2017)とほぼ同一であり，対応分析によっ
て得られた２つの軸は軸：《身体距離》，軸：《関係距離》
と命名した。後藤（2017）では対応する軸を軸：《対象年齢
の高低》，軸：《関係性の程度》と命名した。軸はほぼ同じ
意味合いだが，軸は，スカート内盗撮は女子高校生が被害
者となることが多いことが本研究の知見として得られ，後藤
(2017)の軸のように対象者年齢の高低と考えるのは難しい。
また，相手への合意過程を経ずに行われる性的盗撮や児童へ
の一方的性的接触と比較して，性的交際や児童買春は性交渉
を含意しており，グルーミングが行われているにせよ心理
的・身体的な相互性が高いことが考えられる。これらのこと
Figure 9 ４～６月の関連語 
 
Figure 10 ７～９月の関連語 
 
Figure 11 10～12月の関連語 
 
Figure 12 １～３月の関連語 
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から，本研究での軸名の修正は妥当なものであろう。 
2. 教職員の年代との関連 
 20代 他の年代と比較して，出会い系サイト・アプリなど
ウェブ環境を用いて自校外の 18 歳未満の少年少女と性的交
際を行い，結果的には，各都道府県が定めた青少年保護／育
成条例に違反して逮捕され，懲戒されることが示唆された。 
20 代教職員の多くは 1990 年代生まれのインターネット・
ネイティブ世代であり，パソコンやスマートフォンなどのウ
ェブ環境が生活に密着した人生を歩んできている。総務省が
発表した平成 28 年通信利用動向調査報告書(総務省, 2017)の
属性別モバイル端末保有状況(p.23)によると，20代(20～29歳)
のスマートフォン保有率は94.2％（男性93.7％，女性94.7％）
と，男女とも他の年齢階層と比して最高率である。この世代
は，提供されたさまざまなインターネット・サービスをスマ
ートフォンを通して利用することに慣れており，出会い系サ
イトやアプリを使いやすいものと思われる。一方，学校内で
は教育委員会経由で生徒との LINE による連絡の禁止などが
通達されるなど，18歳未満との性的交際を求める教職員にと
っては校内での活動は制限されており，校内の規範に沿う形
で出会い系サイトやアプリを用いた校外での性的交際を希
求するものと思われる。 
 30代 校内（更衣室やトイレ）での盗撮を行う傾向が示唆
された。 
平成 29 年 3 月に内閣府が実施した消費動向調査(内閣府, 
2017)の「主要耐久消費財等の普及・保有状況」によると，デ
ジタルカメラの保有率は２人以上
の世帯(n=310)で 83.9％，単身世帯
(n=73)で43.8％，またビデオカメラ
の保有率は２人以上の世帯で
70.3％，単身世帯で 8.2％と，２人
以上の世帯ではデジタルカメラ・
ビデオカメラの保有率は他の世代
と比して最高であり，30 代はデジ
タルカメラ・ビデオカメラの主要
保有世代ということができるだろ
う。 
 40 代 特徴は見いだされなかっ
たが，これは件数が少ないことを
意味せず，全体の傾向に近いこと
を意味することを注意したい。実
際のところ，盗撮にあたっては小
型カメラを用いるなど，非衝動的
／計画的に行為がされており，よ
り洗練されていることが示唆され
る。 
 50 代以降 中学・高校での自校
生徒に対する一方的性的接触が多
いことが示唆された。関連語分析
の結果，部活動文脈や放課後など授業時間外での関係が関連
していることが示唆された。 
50 代以降の性意識に関連して，宇井他(2008)は成人男性の
買春意識を検討し，買春に対する許容意識が 50 代で高いこ
とを明らかにしている。また，鈴木(1994)は年齢層が高くなる
につれて平等主義的な性役割態度が低くなる，つまり男女不
平等的な態度になることを示唆している。これらのことから
50代以降は他の世代と比して現代的な性的・ジェンダー的規
範に無頓着な世代である，ということが言えるかもしれない。 
また，自校生徒に対する性的接触は，教員→生徒，年長→
年少，顧問→部員といった地位的な上下関係が明白であり，
児童・生徒・保護者・他の教員からの報告がない限り表面化
しない。50代以降の教員は校内でもより高い地位に立ってお
り，その地位を利用して，あるいは他の教職員が忖度・萎縮
することによって報告が抑制され，潜在的な性的加害行為は
本研究が対象としたニュース記事や文部科学省の処分報告
よりも多いものと考えられる。 
 以上のまとめとして，18歳未満に対する教職員のわいせつ
行為は，各世代に共通する背景を反映したテーマ／表現型を
とることが示唆された。 
3. 行為時季との関連 
 ４～６月 中学・高校の自校生徒への性的接触が多いこと
が示唆された。この態様は他の態様と比して単発ではなく，
一定期間持続することが多い。この場合，本研究のコーディ
ングルールにしたがって初発時期にコード化したことを留
 
 
Figure 13 教職員のわいせつ行為のテーマと解釈軸 
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意するとしても，この時期は年度替わりの新学年の時期と重
なることから，加害者（教職員）が新たな被害者（自校生徒）
のターゲットを定めやすい時期であるということができる
だろう。 
 ７～９月 他の時期と比してスカート内の盗撮や校外で
の性的接触・性的露出が他の時期と比べて多いことが示唆さ
れた。この時期は夏季を含んでおり加害者の教職員も外出し
やすく，女性の肌の露出度が高くなる，ことが関連している
ものと思われる。 
 また，更衣室盗撮，部活動関連の宿泊時のわいせつ行為な
ど，プール授業や夏休み中の部活動など，学校行事に依存し
たわいせつ行為が関連していることも示唆された。 
 10～12 月 性行為を含意するような児童買春や自校生徒
との性的交際との関連が示唆された。 
一般的な日本社会では，年末はクリスマスなど交際中の男
女がペアで過ごすことに対して寛容となる時期であるが，一
方でクリスマスを一人で過ごすことを表現する「クリぼっち」
という言葉に代表されるように，恋愛適齢期とされる年代の
男女にとっては圧がかかる時期ともいえる。これに関連して，
レオパレス21(2017)は，ひとり暮らしの20～30代の社会人男
女に対してクリスマスの予定について訊くインターネット
調査を行った。「ひとりで過ごす」が65.0％，「彼氏、彼女と
過ごす」が20.0％という結果であったが，同様の調査は楽天
リサーチ(2017)でも行われており，調査の企図そのものが「ク
リスマスは恋人と過ごすもの」という社会的通念を示してい
る。 
このようにクリスマス時期の社会的通念に基づいた男女
交際および性交渉に対する社会的な許容感や圧力感を感じ
取って，教職員は比較的手近な児童買春や自校生徒との性的
交際に向かうのかもしれない。 
１～３月 性的撮影との関連が示唆された。この態様はい
わゆる自画撮りの送受信・保存や児童ポルノの公然開示を中
心としており，冬季であることから，外出を前提としない行
為が選択されやすいのではないかと思われる。一方，スカー
ト内の盗撮や校外での性的接触・露出と負の関連を示してお
り，冬季であることから外出しやすさ・露出しやすさの低さ
が関連しているものと思われる。 
以上のことから，18歳未満に対する教職員のわいせつ行為
は，季節に対応した寒暖や学校行事（学年はじめ，プール授
業，夏休みなど），社会的通念（クリスマスなど）に対応した
テーマや表現型をとることが示唆された。 
4. 教員養成教育や教職員研修への提言 
以上のことを踏まえて，教員養成教育や教職員研修への提
言を行う。 
総論 ここ数年，わいせつ行為で懲戒処分を受ける教職員
は年間200名強（本研究が対象にしていない同僚教職員に対
する性的行為やジェンダー差別的言動を含む）の上昇基調で
推移しているが，全体の教職員の人数からすると一部に限ら
れている。 
例えば，平成28年度の学校教員統計調査（中間報告）（文
部科学省, 2017b）に基づいた本務教員男性（465,684人）を分
母，わいせつ処分された男性教員（223 人）を分子として割
合を算出すると，年間処分率は0.0479％となる。40年間勤務
するとして勤務期間中に処分を受ける割合は1.898％となる。
公開データの関係で代用教員を分母に含めることができな
いため，割合はやや高めに見積もられるが，今後の上昇傾向
を踏まえて今後しばらくの間は，およそ男性教員 50 人のう
ち1人がわいせつ行為で処分を受ける可能性のある教員と仮
定することができるだろう。 
このように大部分の教員はわいせつ行為と無関係である
が，他教員のわいせつ行為を抑止・防止できる人材・システ
ムを育成することが重要であると考えられる。 
そこで，まずは教職志望学生や教職員に共通して，わいせ
つ行為の可能性の有無にかかわらず，後藤(2017)が見出した
ようなわいせつ行為の基本テーマ・共通ストーリーを理解す
るとともに，きっかけ（例，児童・生徒との LINE でのやり
とり，出会い系サイトへのアクセス）や注意ポイント（例，
プールの更衣室内の段ボール→盗撮の可能性）を教職員間の
共有知識として持つことで，可能性のある教員への抑止にな
ると思われる。 
そして，わいせつ行為に対する関連法令に対する理解と遵
法精神を醸成するとともに，教育倫理のみでなくヒューマ
ン・サービスに関わる職業に共通する倫理として，公私の人
間関係の峻別をつける意識を高めていくように努めたい。 
さらに，研修による教員各個人の意識向上に加えて，他の
教職員のわいせつ行為を知った教職員が，学校内の支配的地
位の上下によって忖度・萎縮して報告をしないことのないよ
うなシステムづくりが必要となるだろう。 
教員養成教育 大学において教職を目指す学生は年齢層
が若いため，20代教職員のわいせつ行為に関する知見をベー
スに教育プログラムを考えることが必要であろう。つまり，
上記に示したような抑止・防止的な知識を教育課程の中で採
りあげるとともに，スマートフォンの各種アプリを柔軟に用
いたわいせつ行為への注意喚起を促したい。 
ところで，小児性愛的な（ないしは思春期性愛的な）性指
向を潜在的・顕在的に持つ学生が教員免許を志望する場合が
考えられる。このような学生は，おそらく，合理的選択をす
る者と比べて，欲望・欲求をベースとしている分，動機づけ
が高く，まじめに学習に取り組むため，学業成績面で教員免
許取得を断念させることは困難であろう。一方，精神分析に
おける防衛機制の観点では，性的な欲望・欲求を文化的に適
切な形式に「昇華」しているとも言えるかもしれない（Freud, 
1908; Laplanche & Pontalis, 1976）。が，教員としての採用後に，
ストレスや葛藤，加齢や地位上昇に伴う万能感などにより退
行がおこり，自我機能のコントロールが弱くなり，結果的に
児童・生徒（ないしは同年代の少女・少年）に対するわいせ
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つ行為を行ってしまう可能性も考えられる。 
対応として，事前に教職を志望する学生に対して，自己の
性的志向・性衝動のコントロール性の程度をスクリーニング
してフィードバックするとともに，可能性のある学生に対し
て認知行動療法的アプローチを用いた性衝動コントロール
技能の育成を目指した教育プログラムを積極的に取り入れ
ることが望ましいだろう。 
教員採用試験 筆記試験・面接を通して，受験者が学校場
面において現代的な性的規範に即した態度を持っているか
どうかを問うような設問を準備してもいいだろう。 
教職員研修 年代・時季によってわいせつ行為の態様が異
なることが示唆されたことから，研修対象となる教員母集団
や研修時期を意識した内容とするのが望ましい。 
例えば，春先の中学・高校の教職員研修であれば，５０代
以上の教職員も含めて部活動文脈での性的接触への注意喚
起を中心にした内容に重みづけした内容としたい。夏期休暇
前の時期であれば，２０～４０代向けにスカート内盗撮・痴
漢・露出といった校外でのわいせつ行為や部活動の夏合宿や
遠征時のわいせつ行為を中心とする。秋～冬は２０代向けに，
生徒との性的交際・児童買春を中心にスマートフォンの濫用
に重みづけた内容としたい。 
その他，放課後児童支援員，部活動指導員などの児童・生
徒に関わるスタッフに対してもわいせつ行為の抑止・防止研
修が必要となるだろう。 
5. 今後の展望 
研究の問題点 後藤(2017)と同様，情報収集プロセスの観
点と分析プロセスの観点に関する問題は，同様の方法論を採
用した以上，依然として残る。 
 本研究の特長 本研究や後藤(2017)の分析においては
Canter らのリバプール方式に準じた方法をとった。教職員の
わいせつ行為をテーマにした研究はいくつか見られるが，こ
のようなアプローチをとったものは現在のところ皆無であ
る。知見の有用性を考慮すると，本研究はいくつかの問題点
があるものの非常に価値の高いものと言えよう。 
 今後の方向性 本研究が見出したように，もし年代や季節
に共通する要因によってわいせつ行為のテーマや表現型が
変わってくるとすると，18歳未満の少年少女を対象としたわ
いせつ行為でなくとも，同僚教職員など他の世代に対するわ
いせつ行為でも同様の傾向が見いだされるものと考えられ
る。しかしながら，本研究のデータセットで明らかにするこ
とはできない。そこで，18歳以上を対象とした教職員のわい
せつ行為を対象にすることによって明らかにできるかもし
れないし，異なった関連を見出すことになるかもしれない。 
また，本研究で提言した教育や研修の方向性は，教員志望
学生や教職員のみではなく 18 歳未満の少年少女を対象とし
た他の教育・医療・福祉・心理職にも応用可能であると考え
られるが，職種によってわいせつ行為のテーマが異なること
が予想されるため，見極めるための研究が必要となるだろう。 
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